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千葉商科大学(学長：原科幸彦)人間社会学部(学部長：朝比奈剛)では、勅使河原隆行准教授のゼミナール

が商品開発に協力した「山武和牛(100%)ソーセージ」が、千葉県山武市の「ふるさとさんむ応援寄附金」

(ふるさと納税)の特典に採用されました。 
 
 ポイント 

・ 2016 年度から人間社会学部は山武市との連携活動をスタート。学生たちは、同市の田んぼアー

トなどさまざまな地域交流・活性化のイベント、市民活動への参画を通じて、地域課題の理解と

その解決方法を実践的に学ぶとともに、東日本大震災による同市への避難者支援を行ってきた。 
・ 「山武和牛」は黒毛和牛の一種。生産者の小林将男氏は、震災により福島県飯舘村から同村のブ

ランド牛「飯舘牛」142頭とともに山武市に避難し、その血統を引き継ぐ「山武和牛」の育成に

取り組んでいる。勅使河原ゼミでは、避難者支援の一環として、「山武和牛」の認知を広げるた

めに「山武和牛デビューイベント」の開催や、山武市内外のイベントへの出店などPR活動を続

けている。 
・ 今回の商品開発は小林氏の提案から企画され、勅使河原ゼミが味、パッケージデザイン等の検討

に関わり、2016年秋から約半年をかけて完成。パッケージには、人間社会学部 3年内藤冴香(な
いとうさやか)さんによる、山武市の特産品「山武杉」の組子細工を取り入れたデザインが採用さ

れた。なお、商品開発は継続し、今後は山武和牛ハンバーグの販売(12月頃)を予定。 
・ 勅使河原ゼミは、これまでに被災地の食材を使って開発した「復興支援丼」「サバサンド」、震災

後の福島県で暮らすママたちと共同開発したコーヒー「CUC ブレンド」の販売などによる復興

支援にも取り組んできた。一連の活動は、学生たちが被災地や被災者・避難者の環境、心の変化

に応じた支援、風化の防止について考える機会となっている。 
 
 「ふるさとさんむ応援寄附金」特典内容 

【内容】 「山武和牛(100%)ソーセージ」4袋入り (1袋：25g×5本) ※300セット限定 
【対象】 寄附金1万円以上2万円未満 

※ 「山武和牛(100%)ソーセージ」は、フードショップいちはら(千葉県山武郡横芝光町木戸1337-2)で取り扱っています。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 千葉商科大学 戦略広報センター 
〒272-8512 千葉県市川市国府台1-3-1 TEL：047-373-9968 E-mail：p-info @cuc.ac.jp 

千葉県山武市ふるさと納税特典「山武和牛(100%)ソーセージ」 

人間社会学部生が商品開発に協力!! 
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